
一般社団法人大学コンソーシアムひょうご神戸 

2026 年度 第 1 回 キャリア委員会 

議事次第 

 

開催日時：2026 年 4 月 30 日（木）15:00～16:30 

開催場所：神戸学院大学 ポートアイランド第１キャンパス D 号館 3 階 アクティブスタジオ 

委 員 校：神戸学院大学（委員長校） 

関西福祉大学（副委員長校）、甲南女子大学（副委員長校）、神戸国際大学（副委員長校） 

芦屋大学、大手前大学、大手前短期大学、関西国際大学、関西学院大学、関西学院短期大学 

甲南大学、神戸大学、神戸市外国語大学、神戸松蔭大学、神戸親和大学、神戸常盤大学 

宝塚医療大学、兵庫大学、兵庫大学短期大学部、兵庫県立大学、流通科学大学            計 21 校 

                     

Ⅰ．報告事項 

1.2026 年度キャリア委員会委員校について                       （資料 1） 

2.ひょうご留学生インターンシップ 2026 について                     (資料 2) 

Ⅱ．協議事項 

 1．2026 年度キャリア委員会事業計画（案）について                   (資料 3) 

① 「兵庫県」大学連携組織を活用した県内大学生の地元就職促進プロジェクト 

②  県内企業への就職率向上促進プログラム 

③  県内企業・団体等の魅力を情報発信 

④  ひょうご留学生インターンシップ 

⑤ 「尼崎市」留学生向けインターンシップ  (インターンシップ等推進事業） 

⑥ 「兵庫県」外国人留学生採用ワンストップ支援事業 

Ⅲ．懇談事項 

1.「大学連携組織を活用した県内大学生の地元就職促進プロジェクト」について       （資料 4） 

  2. その他  

Ⅳ．連絡・調整事項 

1．2026 年度定時総会について 

・日時：6 月 1 日（月）15 時 00 分～16 時 30 分 

2．2026 年度キャリア委員会の開催予定と主な議題について 

・第 2 回（9 月）：2026 年度タイプ 3 プラットフォーム型申請に向けた実績と自己評価（案）について 

・第 3 回（12 月）：2026 年度事業自己評価（案）について 

・第 4 回（翌 2 月）：2027 年度事業計画・予算（案）について 

・第 5 回（翌 3 月）：2026 年度事業報告・決算について 

 3. 「大学コンソーシアムひょうご神戸設立 20 周年記念式典・懇親会」について          

                                                以上 
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促進プロジェクト」仕様書・報告書 
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【2026年度　第1回　キャリア委員会出席者名簿】 委員長校：神戸学院大学 副委員長校：関西福祉大学・甲南女子大学・神戸国際大学 出席：18校22名/21校 (出席率 85%)

青色が参加大学・参加者です

連番 法人名 学校名 所属 役職 委員 所属 役職 委員（事務） その他参加者 役職 氏名

1 学校法人　芦屋学園 芦屋大学 就職課 課長 吉岡　智也 就職課 吉田　育子 ※どちらか1名がご出席

2・3 学校法人　大手前学園 大手前大学・大手前短期大学 大手前大学　経営学部 教授 伊藤　宗彦 キャリアサポート室 室長 久保　和也

4 学校法人　濱名山手学院 関西国際大学 経営学科 教授 杉林　弘仁 （代理）キャリア支援課 副課長 高橋　博樹

5 学校法人　関西金光学園 関西福祉大学 社会福祉学部 教授 谷口　泰司 キャリア開発課 課長代理 立川　晴道

6・7 学校法人　関西学院 関西学院大学・関西学院短期大学 キャリアセンター キャリアセンター副長 松本　雄一 キャリアセンター キャリアセンター長 小浪　陽子

8 学校法人　甲南学園 甲南大学 キャリアセンター 所長 平野 恭平 キャリアセンター 次長 天羽　麻由子

9 学校法人　甲南女子学園 甲南女子大学 キャリアセンター キャリアセンター長 三宅　肇 キャリアセンター キャリアセンター事務部長 松井　小枝子

10 国立大学法人　神戸大学 神戸大学 学務部学生支援課キャリア支援事務室 室長 井上　善晴 キャリアセンター 政策研究職員 田中　美惠

11 学校法人　神戸学院 神戸学院大学 キャリアセンター 所長 井上　善博 キャリアセンター　キャリア支援グループ グループ長 岸本　和美 （陪席）キャリアセンター 部長 住本　美保子

12 学校法人　八代学院 神戸国際大学 キャリアセンター キャリア教育・支援部長 向田　靖 教学センター 事務部長代理 中山　貴史 （代理）キャリアセンター 田辺　善博

13 神戸市公立大学法人 神戸市外国語大学 キャリアサポートセンター 所長 石川　浩 キャリアサポートセンター 副所長 羽口　　建

14 学校法人　松蔭女子学院 神戸松蔭大学 キャリアセンター センター長 作田　はるみ キャリア支援課 課長 藤部　千栄子

15 学校法人　親和学園 神戸親和大学 キャリアセンター センター長 猪田　裕子 キャリアセンター 課長 宮内　由佳 (代理）キャリアセンター事務室 主任 實安　恭子

16 学校法人　玉田学園 神戸常盤大学 こども教育学科 教授 橋本　好市 学生支援課 課長 立石　昭

17 学校法人平成医療学園 宝塚医療大学 学長企画室 室長 中塚　克浩 （代理）観光学部
准教授
特任教授

山口　一弥
有澤　恒夫

18・19 学校法人　睦学園 兵庫大学・兵庫大学短期大学部 教学部学生支援課 教学部事務次長 兼 学生支援課長 春岡 和幸

20 兵庫県公立大学法人 兵庫県立大学 兵庫県立大学 副学長 坂下　玲子 教育企画部教育企画課 次長兼課長 大河内　理恵子 （代理）本部 事務局教育企画部 就職支援コーディネーター 片山　裕司

21 学校法人　中内学園 流通科学大学 人間社会学部　人間健康学科 准教授（キャリア教育担当） 前川　明 キャリア支援部 次長 竹田 欣志

事務局

部署 役職 氏名

国際交流・キャリアチーム 次長 鈴木　真紀子

国際交流・キャリアチーム 事務局員 園田　友紀子
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一般社団法人大学コンソーシアムひょうご神戸 

事業委員会の運営に関する申し合わせ 

企画運営委員会 

１．目的 

この申し合わせは、一般社団法人大学コンソーシアムひょうご神戸（以下「コンソ」と

いう。）定款第 38条に基づき設置した事業委員会の運営について、必要な事項を定めるも

のとする。 

２．委員等 

事業委員会は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

（1）正会員の教職員で、原則 2名（教員 1名、職員 1名）。 

（2）毎年度、第１回委員会開催までに委員をコンソ事務局に登録する。 

３．事業委員会の組織及び所管事項等 

（1）事業委員会は、委員長校と副委員長校を置く。ただし、副委員長校は複数校置くこと

ができる。 

（2）委員長校は、副委員長校と連携し、事業計画の策定、事業委員会の招集、審議等、行

う。 

（3）副委員長校は、委員長校を補佐し、委員長校が不在の場合は、職務を代行する。 

３-２．委員長校及び副委員長校の任期及び選考方法 

（1）任期は 2年とし、再任を妨げない。但し、委員長校については、再任が生じないよう

配慮する。 

（2）国際交流委員会、学生交流委員会、教育連携委員会及び高大連携委員会の委員長校の

選考は、選択制とし、キャリア委員会及び FD・SD委員会の委員長校の選考は輪番制とす

る。 

（3）6事業委員会の副委員長校の選考は、選択制とする。 

（4）任期満了に伴う改選は、コンソ事務局が、委員長校、副委員長校の意見を聴取し、企

画運営委員会で協議ののち、理事会で決定する。 

【選択制】 

①選択制は、適用される委員会の正副委員長校の履歴を考慮し、正副委員長校を選択する

こととする。 

②事業委員会の委員長校の任期期間に理事が交代した場合であっても任期満了まで、引き

続き担当する。 

【輪番制】 

・輪番制は、事前に決定した理事校内の大学順にて、委員長校を担当する。ただし、理事会

が認める場合、順序を変更できるものとする。 

【留意事項】 

①選択制 4 事業委員会の正副委員長及び輪番制 2 事業委員会の委員長については、原則と
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して、理事校が担当するものとする。ただし、理事会が認める場合、理事校以外の正会員

が担当することができるものとする。 

②選択制と輪番制では、輪番制を優先するものとする。 

③１大学が重複して正副委員長校を担当することがないように調整する。 

 

４．事業委員会の任務 

 （1）事業委員会は、理事会において決定された事業方針に則り、事業委員会内で事業の具

体的な計画・実施・報告（自己評価）を行い、情報を共有する。 

 

５．事業委員会の招集・議事 

（1）事業委員会は、委員長が必要と認めたとき、又はそれぞれの事業委員会を構成する正

会員の半数以上からの請求があったときに委員長が招集する。 

（2）事業委員会の委員長は、事業委員会の承認を経て、「正会員当たり原則 2名の委員」に

拘らず、計 3名以上の者若しくは委員以外の者を出席させることができる。 

 

６．成立要件（定足数） 

（1）事業委員会は、それぞれの事業委員会を構成する正会員の過半数の出席をもって成立

とする。 

（2）委員が欠席し、代理者が出席した場合は、その委員は出席したものとみなす。 

（3）「委任状」の制度は用いない。 

（4）事業委員会は、対面、オンライン、書面又は電磁的記録による会議方式によって開催

する。 

 

７．議決権及び議決数 

（1）正会員あたり各 1個の議決権を有し、議事は出席した正会員の過半数をもって決する。

なお可否同数のときは委員長の決するところとする。 

 

８．プログラム担当校 

（1）事業委員会において、必要に応じ、プログラムを主に担当するプログラム担当校を置

くことができる。 

（2）プログラム担当校は、委員長校・副委員長校と相談のうえ、プログラムの計画、実施、

報告（自己評価）を行う。 

（3）委員長校・副委員長校がプログラム担当校となることを妨げない。 

 

９．事業委員会事務局 

（1）事業委員会に関する事務は、コンソ事務局と事業委員会の事務局（委員長校・副委員

長校）が連携して行う。 

 

１０．改廃 

この申し合わせの改廃は、企画運営委員会の議を経て、理事会で決定する。 

 

 



附則 

この申し合わせは、2019年４月１日から施行する。 

 

附則 

（1）この申し合わせは、2022年４月 1日から改正施行する。 

（2）「３.委員長校、副委員長校」の任期について、2022年度は、新たに任命された委員長

校、副委員長校を含め 1年とする。 

 

附則 

この申し合わせは、2023年４月 1日から改正施行する。 

 

附則 

（1）この申し合わせは、2026年４月 1日から改正施行する。 

（2）2023年４月 1日から施行した「３-２．委員長校及び副委員長校の任期及び選考方法」

に規定した次の経過措置は、期間満了により削除した。 

①委員長校及び副委員長校の選考方法については、2023年度より選択制及び輪番制を導

入する。 

②委員長校及び副委員長校の任期については、2023 年度からの担当期間を原則として 3

年間（2023年度～2025年度）とする。 

③2026年度～2027年度の委員長校及び副委員長校については、過去の就任実績を鑑みて

2025年度後期に検討するものとする。 

 

以 上 



ひょうご留学生インターンシップ

大学コンソーシアムひょうご神戸
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加盟校用

2026年度 実施マニュアル
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2026年度 ひょうご留学生インターンシップ スケジュール （加盟校）

募
集

エ
ン
ト
リ
ー
・選
考
・参
加
決
定

実
習

実
習
後

4月～5月 チラシやメール、ガイダンス等で留学生に周知

4月15日（水） オンライン説明会を開催

4月28日（火） 事務局HPにて受入企業（団体）情報公開

5月24日（日）【留学生】参加申込締切
※留学生の参加申込に向けたサポートをお願いいたします

7月～8月上旬 事前訪問の日程等調整（事務局）

8月～9月上旬 インターンシップ実習

9月26日（土） 成果報告会
プログラム① 留学生による成果発表・留学生、企業、加盟校教職員と交流会

プログラム② 企業と加盟校教職員との情報交換会/留学生は事後研修

プログラム③ 修了証書授与式

※ご出席をお願いいたします

6月2日（火） 【留学生】参加申込者対象ガイダンス

6月6日（土） 留学生と受入企業との交流会&エントリー

事前訪問にてインターンシップが決定した留学生に「目標設定シート」作成
の指導をお願いいたします

※ 日程を共有しますので、ご対応可能な範囲で事前訪問への同行をお願いします

※ 留学生の保険加入状況の確認

※ 学内で実施するキャリアセミナー等への参加を案内

25

※ご出席をお願いいたします

留学生が第1希望の企業に『エントリーシート』を提出

⇒交流会当日～6月下旬までに選考・受入可否の決定・結果を共有いたします



実施マニュアル 【加盟校】

１．インターンシップ受入の流れ

１．留学生への広報
3月～4月  （マニュアルP.27）
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２．参加申込（WEB登録）時のフォロー
4月～5月 （マニュアルP.28）

３．参加申込者対象ガイダンス、受入企業と留学生の交流会＆エントリーへの
 参加 6月2日（火）、6月6日（土）  （マニュアルP. 29）

４．留学生のエントリー方法について
6月6日（土） （マニュアルP.30）

５．受入手続き
7月～８月上旬  （マニュアルP.31-P32）

６．インターンシップの実施
８月上旬～９月  （マニュアルP.32）

７．成果報告会への参加
9月26日（土）  （マニュアルP.33）



実施マニュアル （加盟校）

1．留学生への広報

①留学生への広報

◎ プログラムの周知
・ チラシの掲示・配布やメール配信、学内で実施されるガイダンス等でのアナウンス、本プログラムの周知に

ご協力をお願いいたします

・ 各加盟校で開催される留学生向けガイダンスなどがありましたら、事務局スタッフが当プログラムについて
説明にまいります。日程等、事務局までご相談ください

◎ オンライン説明会の周知
本プログラムの特徴や参加のメリットを紹介するオンライン説明会を開催します

オンデマンドでも配信しますが、参加を希望する留学生は、特別な事情がない限り、
オンライン説明会に参加するようお声がけください

【留学生】オンライン説明会の参加申込
オンライン説明会：４月15日（水）18:00～19:00

オンデマンド視聴可能期間：４月16日（木）～５月２4日（日）

オンライン説明会の申込 ： 右記QRコードからお申込み可能です
https://ws.formzu.net/fgen/S921199/
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2．参加申込時のフォロー ～WEB登録からエントリーまで～

①プログラムへのWEB登録時のフォロー

留学生は参加申込にあたり、WEB登録フォームで現在までの学歴や職歴、スキル（語学やビ
ジネス系ソフト、デザイン・動画編集系ソフト、プログラミング言語など）、インターンシップ参
加の動機、自己PRなどの入力が求められます

WEB登録フォームの内容が企業エントリーシートに反映されます。インターンシップ受入の
重要な判断材料になりますので、登録する際にアドバイス等のサポートをお願いいたします
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留学生の申込方法：事務局HPからWEB登録すると申込完了となります

申込期限：5月２４日（日）

※加盟校に所属する留学生がWEB登録を行うと、ご担当者宛にシステムから登録内容を共有するメールが送信されます
 留学生の申込状況を確認し、学内での広報や個別アドバイス等のご対応をお願いいたします



３．参加申込者対象ガイダンス、企業と留学生の交流会&エントリー参加の周知

② 留学生と受入企業との交流会＆エントリー

・ 留学生と受入企業（団体）が直接コミュニケーションを取り、相互理解を深めることで、ミスマッチを防ぎ有意義なインターン

シップが実施されることを目的として実施します

・ 交流会までに受入企業（団体）情報が公開されており、留学生にはガイダンスにおいて、事前に企業情報に目を通したうえで、
交流会までに自己PRや企業への質問などの準備を行うように伝えていますが、話を聞くだけという消極的態度や、自分の
知っている企業・関心の高い企業の話しか聞かないという留学生もいます。事前に、企業との交流機会をどのように活かす
のか、どのような企業と交流すると良いのか、これまでの先輩学生の事例なども踏まえ、留学生にアドバイスをお願いいたし
ます

・ 加盟校教職員におかれましても、交流会に参加いただき受入企業（団体）の概要やインターンシップ内容の説明を聞いて、
留学生のサポートをお願いいたします

日時：６月6日（土）13:00～17:00 ※留学生は11時集合予定

会場：兵庫国際交流会館（予定）
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① 参加申込者対象ガイダンス

参加申込をした留学生を対象にしたガイダンスを実施します。受入企業（団体）との交流会の目的やインターンシップ参加
にあたっての心構えについて説明します。

日時：６月2日（火）18:00～20:40

会場：兵庫国際交流会館（予定）

参加申込をした留学生：必須

参加申込をした留学生：必須
加盟校教職員： ご参加ください

※ ①と②は必ず参加するように留学生へのご案内をお願いします



4．留学生のエントリー方法について

① 留学生のエントリー方法について

交流会の当日に、留学生はインターンシップを希望する企業を選定し、第1希望の企業に『エントリーシート』を提出します
企業選定にあたって、交流会会場にて留学生のサポートをお願いいたします

留学生のエントリーは、以下の方法で行います

①交流会当日に、第1希望の企業に『エントリーシート』を提出します

②スマートフォンで「志望届フォーマット」に第1希望から第5希望までの企業を入力して

送信します。これでエントリーが完了します

第1希望可否の結果：6月15日（月）までに留学生・加盟校の担当者へ連絡

第2希望可否の結果：6月22日（月）までに留学生・加盟校の担当者へ連絡

第3希望可否の結果：6月26日(金)までに留学生・加盟校の担当者へ連絡
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【お願い】
※ 留学生の受入可否結果を共有します。第1希望で選考から漏れた留学生は、第2希望、第3希望へと移り選考されます

 （昨年度から変更） 適宜サポートをお願いたいします

② 学生への結果通知

各企業からの受入可否の結果は、事務局から留学生に通知いたします



5．受入手続き

① 「誓約書」「目標設定シート」作成の指導

インターンシップ先が決定した留学生には、事務局から「誓約書」「目標設定シート」の作成・提出を連絡します

いずれも、受入企業（団体）への事前訪問時に提出するものとなります。事前訪問を経て、正式にインターンシップが決定すること
になりますので、留学生が準備不足のままに企業を訪れることのないよう「目標設定シート」の作成サポートをお願いいたします

動画「目標設定の考え方」について

留学生には、インターンシップ実施前に、目標設定の意図や考え方についてレクチャーします。また動画を視聴し、
受入企業（団体）で体験できるプログラム内容を考慮して適切な目標を設定できるよう指導します

動画URL： https://qr.paps.jp/TBxoF

※留学生が動画を視聴したうえで、適切な目標が設定できているかどうかをご確認をお願いいたします

31

【誓約書】 【目標設定シート】



② 事前訪問への同行（任意）

・ インターンシップ先が決定した留学生が、事務局職員と受入企業（団体）を事前に訪問します。日程は事務局が調整します
日程を共有しますので、 可能な範囲で訪問の同行をお願いいたします

・ 留学生は、事前に作成した「目標設定シート」を持参し、日程やプログラム内容について、双方の認識にギャップが無いか
どうかを改めて確認します。受入企業（団体）と留学生双方にて問題ないことが確認できれば、留学生は企業へ「誓約書」を
提出し、インターンシップ実施が正式に決定します
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③ 学内で実施される各種講座やセミナー等の案内

事務局から、任意参加のスキルアップ講座（日本語、ビジネスマナー）を留学生へご案内いたします
インターンシップ先が決定した留学生に対し、学内で実施するキャリアセミナー等への参加も合わせてご案内いただきます
ようお願いいたします

・ 留学生の保険加入状況確認
 インターンシップ先が決定した留学生の保険加入状況を確認のうえ、適宜ご対応をお願いいたします
（受入企業（団体）から加入証明書の提出を求められることがありますので、ご対応をお願いいたします）

・ 事件、事故等の発生時対応/ 留学生から相談があった場合の対応
 事務局が窓口として対応いたします。所属の留学生のインターンシップ先から直接連絡が入った場合は、
 事務局にご連絡をお願いいたします。状況に応じて事務局と連携して対応いただく場合がございます

・ 台風・地震等の発生時の対応
 受入企業（団体）と事務局とのと協議により、インターンシップの延期や中止を行います。留学生や受入企業（団体）先から
 直接連絡が入った場合は、事務局にご連絡をお願いいたします

④ 事務局との連絡体制

5．受入手続き ～ 6．インターンシップの実施



7．成果報告会への参加

① 「インターンシップ活動日誌」・「実施報告書」の確認

インターンシップ期間中において留学生の「インターンシップ活動日誌」・「実施報告書」は、オンラインで共有されますので、
ご確認をお願いいたします
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② 成果報告会

③ 「成果評価シート」の確認と留学生への配布

日時：9月26日（土）１3:00～17:00 ※受付 12:30～

会場：兵庫国際交流会館（予定）

事務局から「成果評価シート」を大学にメールで送ります。ご確認の上、各留学生に配布をお願いいたします

プログラム① 留学生による成果発表、留学生・受入企業（団体）・加盟校教職員との交流会
プログラム② 【留学生】事後研修 / 【受入企業（団体）】【加盟校の教職員】情報交換会
プログラム③ 修了証書授与式

留学生： 参加必須
加盟校教職員： ご参加をお願いいたします

インターンシップ経験した留学生が成果発表を行います。交流会・情報交換会もございますのでぜひご出席をお願いいたします



2026年度 ひょうご留学生インターンシップ 受入企業・団体一覧

受入企業（団体）名 業種 場所

1 エバオン株式会社 機械部品専門商社 大阪市

2 豊開発株式会社 建設業 大阪市

3 株式会社創発システム研究所 製造業 神戸市

4 株式会社フジ・データ・システム プログラマ（制御・組込SE） 尼崎市

5 阪神機器株式会社 電気機械器具製造業 神戸市

6 医療法人社団星晶会 医療・福祉 伊丹市

7 公益財団法人兵庫県国際交流協会 公益財団法人 神戸市

8 センコー株式会社 運輸業・倉庫業 大阪市

9 株式会社ベオスアイティホールディングス プログラマ・SE 大阪市

10 株式会社ブレックス 運輸・サービス業 神戸市

11 株式会社ゼロプラス コンサルティング 伊丹市

12 大和建工材株式会社 金属製品製造業 尼崎市

13 株式会社森川貫一商店 専門商社（卸売業、介護福祉サービス） 神戸市

14 株式会社eftax 情報通信業 尼崎市

15 株式会社中央電機計器製作所 製造業 大阪市

16 一般社団法人福祉心話会 障害福祉サービス事業 尼崎市

17 山村ロジスティクス株式会社 物流業 尼崎市

18 株式会社ワークアカデミー 教育サービス業 大阪市

19 六甲バター株式会社 製造業 神戸市

20 株式会社パソナグループ 人材ビジネス 淡路市

21 TOA株式会社 製造業 神戸市

22 株式会社シマブンコーポレーション 鉄鋼業 神戸市

23 大日電子株式会社 製造業 尼崎市

24 株式会社JTB　神戸支店 サービス業 神戸市

25 日本テクノロジーソリューション株式会社 製造業 神戸市

26 株式会社神戸機材 製造業 尼崎市

27 株式会社学生情報センター 不動産業・サービス業 京都市

28 日成化学鍍金工業株式会社 製造業 尼崎市
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（単位：円）

各取組　予算

取組1-1 取組1-2 取組2 取組1-1(1) 取組1-1(2) 取組1-2

予算額 予算額 予算額 予算額 予算額 予算額

会費収入 1,700,000 1,600,000 100,000

助成事業収入 0

受託事業収入 11,647,000 3,941,000 1,415,000 6,291,000

プログラム収入 0

雑収入 0

戻入金 0

計 13,347,000 3,941,000 0 0 1,600,000 1,415,000 6,291,000 100,000

会議費 0

旅費交通費 304,600 50,600 54,000 200,000

通信運搬費 400,000 200,000 200,000

消耗品費 228,000 47,000 61,000 120,000

新聞図書費 0

印刷製本費 389,900 119,900 200,000 70,000

光熱水料費 0

賃借料 911,300 311,300 300,000 300,000

保険料 0

謝金 482,000 132,000 250,000 100,000

租税公課 40,000 10,000 30,000

支払手数料 10,000 10,000

諸会費 0

委託費 1,650,000 650,000 1,000,000

人件費 8,931,200 3,280,200 400,000 1,100,000 4,151,000

接待交際費 0

支払支援金 0

雑費 0

計 13,347,000 3,941,000 0 0 1,600,000 1,415,000 6,291,000 100,000

収入ー支出 0

支出

収入

【2026年度　キャリア委員会　事業予算】

「兵庫県」
大学連携組織を活用した

県内大学生の地元就職促進
プロジェクト

「兵庫県」
外国人留学生採用

ワンストップ支援事業
県内企業への就職率向上促進事業

「尼崎市」
外国人留学生向け
インターンシップ

県内企業・団体等の魅力を
情報発信

留学生向け就職支援・
キャリア教育プログラム

予算 委員会　予算

課題① 課題④
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インターンシップ等推進事業（外国人留学生向けインターンシップ）委託仕様書

1 委託業務名 

インターンシップ等推進事業（外国人留学生向けインターンシップ）

２ 事業目的 

２０２５年（令和７）年６月の文部科学省の「外国人留学生の就職促進について」

によると、日本国内で就職を希望する外国人留学生のうち、実際に国内で就職した者

の割合は約３０％にとどまり、少子高齢化等で労働力不足が深刻化しているなかで、

高度人材でもある外国人留学生の日本での就職は進んでいない現状がある。 

これらの現状を踏まえて、日本で就職を希望する外国人留学生を対象に、市内企業

でのインターンシップの機会を提供するとともに、企業に対しては、外国人留学生の

能力や職業観、社内での多文化共生社会への理解を深める機会を提供し、今後のさら

なる外国人採用の機運を醸成する。 

３ 契約期間 

契約締結日から令和８年１２月３１日までとする。 

４ 委託業務内容 

⑴ 外国人留学生向けインターンシップのコーディネート

尼崎市内企業におけるインターンシップの企画・運営、その他企業調整等これらの実

施に必要な付随業務を行うこと。 

具体的には、令和８年８～９月（大学等夏季休暇期間）に市内企業において、５日間

以上のインターンシップを実施すること。 

なお、インターンシップの内容は、外国人留学生と市内企業が相互に理解する機会を

提供することで、外国人留学生の市内企業への就職意欲の向上を図るとともに市内企

業の多文化共生社会への理解を深められる内容となるよう努めること。 

⑵ 参加学生募集の広報活動

参加学生を募集するため、本市と協議した上でチラシの作成やインターネットを利

用した情報発信など、本事業の活性化につながる効果的な広報活動を実施すること。 

⑶ 参加学生の選考・管理

申込書等を作成の上、目標人数の参加学生確保に努め、必要に応じて本市と協議した

上で選考を行う。また、参加が決まった学生に対してインターンシップ実施に向けた案

内や研修等、傷害保険加入、質疑応答対応を行うとともに、実施期間における学生管理

を行うこと。 

⑷ 参加企業の掘り起こし

参加企業選定は基本的には市で行うが、今後の市内企業における本事業の普及に向

けて、尼崎市とともに参加企業の掘り起こしに努めること。 

⑸ 参加企業のサポート

インターンシップ実施期間中の参加企業の伴奏支援を必要に応じて行うこと。

⑹ アンケート調査の実施

本事業への参加企業及び参加学生に対してアンケート調査を実施し、円グラフ等の

視覚的に分かりやすいものを用いた結果報告及び分析結果を実績報告として提出する

こと。アンケート項目等については、尼崎市と協議すること。 
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⑺ 報告書の作成ならびに「アマポータル」を用いた参加企業の魅力発信

実施内容について取りまとめを行い、報告書を作成すること。また、参加企業の魅力

発信を行うため、「アマポータル」への掲載記事を作成すること。 

５ 事業目標 

参加学生１５人以上、参加企業５社以上 

※参加企業は基本的に市で選定する

６ 事業実施計画書及び実績報告について 

⑴ 事業の実施にあたり、予め事業実施計画書（情報発信を含む。）を提出し、尼崎市と協

議すること。

⑵ 参加企業及び参加学生に対して実施したアンケートの結果及び分析結果を実績報告

として提出すること。

７ 業務責任者 

本業務を実施するにあたっては、業務責任者を定め、その氏名をあらかじめ報告するこ

と。また、業務責任者を変更したときも同様とする。 

８ 業務実施における連絡・協議 

業務に際しては、契約締結以降、尼崎市と十分な協議を適宜行いながら業務を進めてい

くものとする。 

９ 業務の一括委託の禁止 

本業務を一括して第三者に委託し、又は請け負わせることはできない。ただし、本業務

の一部について、あらかじめ尼崎市が認めた場合はこの限りではない。（この場合、尼崎

市暴力団排除条例第２条第４号に規定する暴力団又は同条第５号に規定する暴力団員若

しくは同条第７号に規定するこれらと密接な関係を有する者（以下「暴力団等」という。）

に委託し、又は請け負わせてはならない。） 

10 業務委託料の提案上限価格 

１，４１５，０００円（消費税及び地方消費税を含む。） 

11 支払条件 

業務完了後、適法な請求を受けた日から３０日以内に一括支払い。 

12 契約保証金 

尼崎市契約規則第３２条第７号により免除 

13 留意事項 

⑴ 守秘義務

業務受託者は、本業務を行う上で知り得た秘密を他人に漏らしてはいけない。

⑵ 個人情報の保護

業務受託者は、本業務委託により知り得た個人情報を本業務の目的以外に使用して

はならない。なお、本業務委託契約期間終了後においても同様とする。 



3 

⑶ 安全の確保

各事業の実施においては、参加学生等の安全に十分に配慮すること。また、参加学生

等のケガ、参加学生等による参加企業に係る情報漏洩や器物損壊、その他事故等に備え、

必要に応じてインターンシップ保険等に加入するなど、その安全を確保すること。 

⑷ 損害賠償責任

業務受託者が本業務の実施に際し、尼崎市又は第三者に損害を与えた場合等にあっ

ては、直ちにその損害を賠償しなければならない。 

⑸ 損害措置

本業務委託の実施により、第三者に与えた損害は、尼崎市に起因するものを除き、全

て業務受託者の責任として対応すること。 

14 その他 

⑴ 本委託業務の遂行にあたっては、関連する諸法規・条例等を遵守すること。

⑵ 事業実施にあたっては、個人情報等の保護すべき情報を取り扱う場合は、その取扱に

万全の対策を講じること。 

⑶ 関係機関及び関係団体との協議調整を行う場合は、業務受託者の責任において行う

こと。 

⑷ 業務の一部を第三者に委任し、又は請け負わせようとするときは、あらかじめ尼崎市

の承認を得ること。

⑸ その他仕様書に記載されていない事項については、尼崎市と業務受託者の双方が誠

意を持って協議し対処すること。 

15 問い合わせ先 

尼崎市経済環境局経済部しごと支援課 

住 所：〒６６０－０８７６ 

 尼崎市竹谷町２丁目１８３番地 出屋敷リベル３階 

電 話：０６－６４３０－７６３５ 

ファクス：０６－６４３０－７６３８

電子メール：ama-shigotoshienka@city.amagasaki.hyogo.jp 

担  当：田中・中田 

以 上 







 
大学連携組織を活用した県内大学生の地元就職促進業務委託仕様書 

 
１ 目的 
  県内大学生の地元就職を促進するため、一般社団法人大学コンソーシアムひょうご神戸

のネットワークを活用し、各大学キャリアセンターの意識喚起と就職指導力の向上を図り、

キャリアセンターにおける県内企業の情報発信力を強化するとともに、学生と企業とのマ

ッチング機能を充実させる。 
   
 
２ 委託期間 
  令和８年４月１日から令和９年３月３１日まで 
 
 
３ 委託業務の内容 

  大学コンソーシアムひょうご神戸のネットワークを活用し、大学キャリアセンター職員

やキャリア教育に携わる教員の県内企業への理解を促進する。 

 （１）大学キャリアセンター職員、大学教員の県内企業への理解促進 

・ 県内企業経営者等によるキャリアセンター向けの企業説明及び意見交換会 

       大学キャリアセンター職員等を対象に県内企業合同の企業説明会を開催すると

ともに、学生と企業の有効なマッチング法等について意見交換する。 

     【実施回数】２回以上（年）  

     【目標参加者数】〔大学〕約 40 校   （30 校×１回、10 校×１回）  

〔企業〕約 80 企業 （65 社×１回、15 社×１回） 

 

 （２）学生に対する情報発信力強化 
・ 県内企業経営者・企業若手社員等による取組紹介と意見交換会 

       県内企業経営者等が講師となり、先進的・実践的な自社の取組や他社に誇れる

社風など、リアルな情報を直接講話し、中小企業への理解を深めるとともに、

実際の体験に基づいた仕事のやりがいなどについて本音の意見交換を行うこと

で、学生の地元意識の高揚や県内企業への就職意欲の向上に繋げる。 
【実施回数】２回以上（年）  

【目標参加者数】〔学生〕約 120 人 〔企業〕約 20 企業 

 

 （３）大学間連携就職コーディネーターの設置 
     大学コンソーシアムひょうご神戸に、大学間連携就職コーディネーターを設置し、

キャリアセンターや県内企業との連携調整等を行い事業を実施する。 
 
 
４ 委託金額 
  金３，９４１，０００円（取引にかかる消費税及び地方消費税を含む） 
 
 
 
 

資料４－１① 



ひょうご事業改善レビュー（外部委員会）を踏まえた対応 
 

【外部委員会の主な意見（令和７年度）】 

・事業の直接的な成果を把握することができていないため、この事業に関わった学生が県内

企業の内定を取ったかどうかダイレクトに把握できるよう検討していただきたい。 

・「企業へのエントリー数」「内定取得数」なども把握できる場合はアウトカム指標になるの

ではないか。 

・低学年に対しては、経営者による説明会や模擬面接等よりもハードルの低い地元企業との

接点づくりが必要である。 

・同じ大学・学部の先輩との交流が学生の参加意欲を高めるため、積極的に活用するべき。 

 

【意見を踏まえた対応（令和８年度から）】 

・アウトカム指標として以下の項目を設定する。 

 「参加企業にエントリーしようと思った（低年次生の場合は関心を持った）学生割合」 

※ 本事業の性質上、内定取得数を成果として測定することは困難であるため、学生の

行動変容と企業との関係構築といった中間指標を中心に評価を行う。 

・イベント開催時に参加学生の属性に応じた説明者（OB等）の派遣を企業に呼び掛ける 

 

 

 

 

キャリア委員会でのグループワークのテーマについて 
 
①テーマ設定の経緯 
１）2025 年度第 5 回キャリア委員会での懇談の結果（ご参照：資料 4-1①） 
[決定事項] 
・2026 年度は従来通りの 3 年生向けイベントを実施（開催時期、開催形式、企業等は改善） 
[主な意見]  
・2 年生向けの取り組みは意義があるが、集客が難しい 
・2 年生は参加動機が弱いため、工夫が必要 
・授業やゼミと連携しやすい設計にすると参加率が上がる 
・企業と連携した課題解決型（PBL）要素を入れると、コンテンツの魅力が高まる 
 
２）キャリア委員会事業の現状と今後の課題 
[現状] 
・主な取り組み：就活セミナー（模擬面接・GD・交流会）、合同企業説明会 
・就活の早期化・多様化により： 

→ 参加学生の減少・当日キャンセルが増え、運営が不安定 
→一部企業は“求める学生に会えていない”と感じている（賛助会員退会の一因に） 

・OB/OG・低年次へのアプローチが十分ではない 
・留学生の参加は増加傾向（ニーズあり） 

[今後の課題] 
・オープン参加型（セミナー・合説）以外の切り口が必要（個別最適化した取組など） 
・OB/OG、低年次との接点づくりが求められている 
・就活セミナーは継続するが、時期・方法・対象学年の再検討が必要 
・イベント参加企業に対して、コンソ事業の理解の促進。（コンソは、就職エージェントではない…） 
 



※これらの点を踏まえ、以下のテーマについて意見交換をお願いできればと存じます。 委員の皆さまの

お知恵をお借りできれば幸いです。 
 
 
 
 
 
②グループワークの参考とするコンソの既存のプログラム 
・企業課題解決プログラム（共創キャンパス）（ご参照：資料 4-1②） 
・テーマ型企業理解プログラム（ご参照：資料 4-1③） 
[良い点] 
・授業内で企業と協働することで、学生が働く姿をリアルに理解できる 
・企業は学生の視点や大学の知見を得ることができる 
・「実践的な関わり」が学生の企業理解を深めている 
[考慮する点] 
・期間が長く、扱うテーマも本格的ため参加できる大学・学生・企業が限られる 
 
③グループワークのゴール 
・『授業やゼミと企業が連携したプログラム』の実施方法案が出ること。 
・企業課題解決プログラムのような実践的な関わりの良さを活かしつつ、より幅広い大学・より多くの

学生が参加できる形に広げることを目指す。 
 
（2027 年度以降の取組案） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④その他の検討ポイント 
・OB OG や若手社員との接点をどう組み込むか？ 
・学生や大学の授業やゼミと連携する際に、どんな企業情報が開示されていると学生や教職員が連携に

興味を示してくれるのか？（「こんな企業とならやってみたい、授業にゲストとして来て欲しい」など） 
・低学年対象のプログラムは、“県内企業を就活のスタート地点・基準”という認識を持たせられるか？ 
・テーマ型企業理解プログラムは 2027 年度より、キャリア委員会事業となる可能性が大きい 
・キャリアセンター職員はどう携わるか？ 学生をキャリアセンターに呼ぶことに繋げられるか？ 

兵庫県の受託事業における学生に対する取組、県内企業経営者・企業若手社員等による 
取組紹介と意見交換会の枠での、『授業やゼミと企業が連携したプログラム』の実施方法 
について（2027 年度以降～） 
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兵庫県総務部教育課 受託事業 

大学連携組織を活用した県内大学生の地元就職促進事業（202５年度事業報告） 

 

（１）大学キャリアセンター職員、大学教員の県内企業への理解促進 

・県内企業経営者等によるキャリアセンター向けの企業説明及び意見交換会（５回） 

企業とキャリアセンターがお互いの情報を共有し、企業が求める人材育成像、学生と企業の有効なマッチング方法等多様なテーマ

で意見交換を行う。 

開催日時 ① 2025 年 8 月 30 日（土）10:00～12:10 

「産・学・官でつなぐ ライフロングキャ

リア共創セッション及び情報交換会」 

② 2025 年 9 月 20 日（土）15:15～16:20  

「留学生採用に関する意見交換会」 

 

開催場所 神戸学院大学 ポートアイランド第１キャ

ンパス D 号館 会議室 

兵庫国際交流会館 1F Nadacom Station 

協業   

参加者 （教職員）16 校 22 名 

（企業）16 社 26 名 

（行政等）2 行政 4 名 

（教職員）9校 9 名 

（企業）19 社 29 名 

（行政等）1行政 1 団体 4 名 

 

開催日時 ③ 2025 年 10 月 8 日（水）13:00～17:00 

「企業とキャリアセンターとの就職情報 

交換会 in KOBE」 

④ 2025 年 11 月 29 日（土）16:05～17:00 

「企業・自治体・大学との交流会」 

開催場所 神戸商工会議所 2F イベントホール 兵庫国際交流会館 1F Nadacom Station 

協業 神戸商工会議所  

参加者 （教職員）19 校 26 名 

（企業）115 社 458 名 

（教職員）14 校 13 名 

（企業）15 社 22 名（行政等）3 行政 5 名 

 

開催日時 ⑤ 2026 年 2 月 16 日（月）14:30～17:00  

「大学キャリアと人事担当者等との情報交

換会・懇親会」 

 

開催場所 兵庫国際交流会館 3F 多目的ホール  

協業 株式会社みなと銀行、丹波地域人材確保 

協議会、淡路市商工会 

 

参加者 （教職員）28 校 38 名 

（企業・団体）63 社 3団体 100 名 

（行政等）8 行政 17 名 
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（２）学生に対する情報発信力強化 

・県内企業経営者・企業若手社員等による取組紹介と意見交換会 

県内中小企業の経営者・若手社員等が、地域に根差した先進的かつ実践的な自社の取組や課題解決事例等、直接学生に講話し、学

生の地元意識の高揚を図る。 

①学生と企業・自治体との交流会 

開催日時 2025 年 11 月 29 日（土）14:40～15:35  

開催場所 兵庫国際交流会館 3F 多目的ホール、1F Nadacom Station 

特徴 企業が求める人材像や働き方、仕事のやりがい等について、兵庫県内中小企業人事担当

者と座談会形式で意見交換できる場 

参加者 （学生）20 校 38 名、（教職員）14 校 13 名、（企業）15 社 22 名、（行政等）3 行政 5 名 

 

②グループディスカッション 

県内企業の人事担当者や経営者から、模擬面接や座談会を通して企業の採用視点や求める人材像を直接聞く。先輩から実際の体験

に基づいた仕事のやりがいなど本音の意見交換を行うことで、県内企業への意識啓発を行う。加盟校キャリアセンター職員と中小

企業の採用担当者や行政の担当者からグループディスカッションのフィードバックを頂く。 

開催日時 2025 年 11 月 29 日（土）10:00～11:50 

開催場所 兵庫国際交流会館 3F 多目的ホール 

特徴 

客観的な視点でグループディスカッションや面接を評価してもらうことで採用選考時

の重要なポイントについて気づくきっかけとなり、自分の得意・不得意分野を意識しな

がら成長・改善することで、今後に生かせる。また、参加企業とのネットワーキングを

実施することで、地元企業理解・中小企業理解に繋がる。 

参加者 
（学生）21 校 49 名 （教職員）14 校 13 名  

（企業）15 社 22 名 （行政等）3 行政 5 名 

 

③グループ面接体験セミナー 

加盟校キャリアセンター職員と中小企業の採用担当者や行政の担当者からグループディスカッションのフィードバックを頂く。 

開催日時 2025 年 11 月 29 日（土）12:35～14:30 

開催場所 兵庫国際交流会館 3F 多目的ホール、2F 研修室１、研修室２、研修室３ 

特徴 
集団面接（1 次面接）を本番さながらに実施し、面接担当者からのフィードバックをも

らう。面接における重要なポイントに気付くきっかけとする。 



参加者 
（学生）20 校 38 名 （教職員）14 校 13 名  

（企業）15 社 22 名 （行政等）3 行政 5 名 

 

④選考を通過する ES・面接の本質とは!?【面接実践編】 

11 月に開催される「グループディスカッション＆グループ面接体験セミナー」での学びを深めるため、各大学のキャリアセンター

職員が連携し、イベント後に学生の面接指導等のフォローアップを実施する。 

 

⑤ひょうご就職サミット 

県内中小企業の経営者が参加する合同企業説明会。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催日時 2025 年 12 月 20 日（土）13:00～16:00 

開催場所 兵庫国際交流会館 1F Nadacom Station 

協業 
大手前大学・大手前短期大学、甲南女子大学、神戸学院大学、神戸国際大学、神戸親和

大学、流通科学大学 

特徴 
他学生とのグループワークを通し、第三者から見た自身の強みを見つけ、就職活動本番

に向けて自信をつけ、より効果的に学生の就活力の向上を目指す。 

参加者 （学生）3 校 8 名、（教職員）7 校 6名 

開催日時 2025 年 10 月 9 日（木）12:00～16:00  

開催場所 神戸国際会館 9F 大会議室 

協業 兵庫県中小企業家同友会 

特徴 兵庫県を代表する中小企業が集結し、経営者や人事担当者と直接話ができる。 

参加者 （学生）7校 15 名（企業）8 社 8 名 



⑥ひょうご企業研究フェア 

兵庫県認定の「ワーク・ライフ・バランス表彰企業」を集めた合同企業説明会。 

開催日時 2026 年 1 月 17 日（土）12:30～16:00  

開催場所 スペースアルファ三宮・オンライン会場 

協業 ひょうご仕事と生活センター、ひょうご・仕事情報広場、みなと銀行、はりまっち 

特徴 

全国でも先導的な WLB（ワーク・ライフ・バランス）の取組みを行う兵庫県。WLB への

取り組みを宣言する企業約 4,000 社のうち、特に優れた「表彰企業」だけが出展でき

る企業研究フェア。学生が県の優良企業を知るきっかけとなる。 

参加者 （学生）44 校 100 名 （企業）40 社 40 名 
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兵庫県産業労働部国際局国際課 受託事業 

2025 年度 外国人留学生採用ワンストップ支援事業 実施報告書 

 

【事業目的】 

・兵庫県内企業の留学生の採用から定着までの支援 

・留学生の兵庫県内企業への就職から定着までの支援 

【受託内容】 

① 外国人留学生採用ワンストップ相談窓口の設置 

・留学生、企業への窓口相談 

・留学生への合同企業説明会やインターンシップ等の紹介 

・企業への専門家アドバイザー派遣 

② 外国人留学生採用促進セミナーの開催 

【受託金額】 

6,291,000 円 

【活動指標】 

 県内企業に就職した留学生の割合 R9 年度 3.8％ 

 （※留学生の就職は複数要因があるため、数値結果は当事業だけに起因するものではない） 

 

【実績報告】 

① 外国人留学生採用ワンストップ相談窓口（以下、相談窓口と記す）  

a：実績 

1) 相談数：[企 業] 127 社 148 件 [留学生] 175 名 286 件 

2) 県内企業採用実績：30 社 30 名 

3) 県内企業での新規留学生インターンシップ受け入れ実績：8 社(うち 7 社が留学生採用初挑戦) 

4）その他、窓口業務の詳細については、巻末の図１ご参照 

b：相談窓口の連携先 

多様な機関との連携を維持するとともに、新たに日本語教育系の機関との関係性の構築を強化した。 

② 外国人留学生採用促進セミナーの開催（別紙報告書ご参照） 

 

【連携機関】 

 

 

 

  

 

 

 

 

兵庫県産業労働部労政福祉課・外国人雇用ＨＹＯＧＯサポートデスク(兵庫県経営者協会)・ 

兵庫労働局・ハローワーク神戸・神戸新卒応援ハローワーク・大阪外国人雇用サービスセン

ター・大阪出入国在留管理局神戸支局・兵庫県行政書士会・兵庫県社会保険労務士会・ 

尼崎市しごと支援課・尼崎国際化支援コンソーシアム・姫路市政策局高等教育室・ひめじグ

ローバル人材育成コンソーシアム・神戸商工会議所・尼崎商工会議所・姫路商工会議所・ 

ひょうご海外ビジネスセンター・神戸海外ビジネスセンター・JETRO 神戸・JICA 関西・兵庫

県国際交流協会（HIA）関西高度外国人材地域活躍コンソーシアム・ひょうご日本語ネット実

務者会議・日本学生支援機構・大学コンソーシアムひょうご神戸加盟校 34 校 



 

イベント名 実施日 実施場所 連携機関・参加者数等 実施内容

1 グローバルジョブフェア＠神戸大学 4/30 神戸大学 企業15社・留学生110名程度
神戸大学・大学院生向けの合同企業説明会で、留学生ワンストップ相談窓
口およびインターンシップの広報活動、就職活動アドバイス、留学生採用
企業との関係性構築

2 合説へGO！（Let's go setsu)
ガイダンス 6/25 大学コンソ

白鶴酒造（株）
カネテツデリカフーズ(株）
ダイナックス工業（株）
ヤマシタワークス（株）
JICA関西・JETRO神戸
留学生21名

同日開催の外国人合同企業説明会に参加したことのない留学生が、就職活
動のはじめの一歩を踏み出せるよう後押しする目的で実施。日本独自の就
職活動を理解するため、日本語講座と企業交流を組み合わせたプログラム
を実施した。4社との対話を通じて日本就職に必要な準備を日本人学生も
交えて学び、共修、相互理解を深めた

3 兵庫県・神戸市 外国人合同企業説明会 6/25 サンボー
ホール 76社・外国人1706人

ブース出展し、主に大学、日本語学校生に対し、合説会場の巡り方、企業
説明、日本の就職活動のアドバイス、ワンストップ窓口の登録勧奨。同時
に、日本語力が低い留学生や英語トラック留学生に、日本企業を知る機会
をつくり、日本就職のスイッチをいれるため、事前に数社に英語での企業
説明を依頼し、留学生の訪問をアレンジした。

4 外国人雇用・就職支援連絡会議 7/8 大学コンソ
ハローワーク(神戸新卒応援）
 大阪出入国在留管理局神戸支局
外国人雇用HYOGOサポートデスク
兵庫県産業労働部国際課
能力開発課

留学生の採用・定着に関わる行政機関との情報共有や関係構築。県内企業
動向と留学生の就職活動に関する意見交換、兵庫県産業労働部能力開発課
のひょうごグローバル人材活躍企業認定制度の説明等。多様な関係者が一
体となり、外国人定着を進める機運醸成

5 ひめじグローバル人材育成コンソーシアム 8/22 姫路市内 株式会社ニチリン
姫路市職員・留学生12名

姫路市の高校生と留学生の国際交流ツアーの工程に、株式会社ニチリンの
工場見学を組み込んだ。海外13拠点を持つ企業で、祈祷室の設置など外国
人材への配慮も進んでいる同社で、中国・タイ・ベトナム出身の社員4名
との意見交換の機会を提供

6 国際フロンティア産業メッセ 9/4 神戸国際
展示場 兵庫県行政書士会 海外展開や外国人材活用を支援する機関として、兵庫県行政書士会と連携

して、外国人留学生ワンストップ相談窓口のプレゼンを実施

7 尼崎国際化支援コンソーシアム 2/2
尼崎市

中小企業
センター

ハローワーク・商工会議所
経営者協会・尼崎信用金庫
国際交流協会・園田学園大学
関西国際大学・阪神南県民局
尼崎市しごと支援課

外国人定着促進を目的とする、同市の産官学金が集う情報交換にオブザー
バーとして参加。情報収集、関係性構築と窓口周知を実施

8
企業向けやさしい日本語研修

「みんなに伝わる職場のことば」〜やさしい日本
語でミスコミュニケーションをふせぐ〜

4/3 株式会社関通
（物流業） 株式会社関通

日本人従業員や管理者が、技能実習生等と円滑にコミュニケーションを取
り、安全な安心な職場定着の促進を目指した研修。現場作業から人事面
接、生活支援まで使えるやさしい日本語研修

9
企業向けやさしい日本語研修

「留学生との距離が“ぐっ”と縮まるやさしい
日本語研修〜「伝える」から「伝わる」へ〜

5/22 大学コンソ
（オンライン）

留学生インターンシップ
受け入れ企業約18社

留学生のインターンシップを受入企業に対し、留学生と接する社員の戸惑
いや不安感を軽減することを目的に、留学生との円滑なコミュニケーショ
ンのための工夫や、やさしい日本語の活用方法を教示。安心して留学生を
受け入れ、社内理解の促進をねらいとしたやさしい日本語研修

10 企業向けやさしい日本語研修
歩み寄りの手法「やさしい日本語」を学ぼう！

企業と外国人留学生との企業研究会に先立ち、企業の心理的ハードルを下
げ留学生と円滑に意思疎通を図ることを目的とした、やさしい日本語研修

12 企業と外国人留学生との企業研究会
1社10分（説明5分・質疑5分）を5回転で実施し、留学生が各企業ブース
を順番に回る形式の交流会。企業は短時間で自社PRと質疑に応じた。事
前に学習したやさしい日本語での説明により、仕事内容や留学生への期待
が理解しやすい機会を提供

13 ひょうご留学生インターンシップ 6/2〜
9/18 大学コンソ

兵庫県内企業21社
（全体28社）
留学生83名

留学生にインターンシップの機会を提供し、日本の企業文化や働き方の理
解を促進する。企業には留学生の能力や意欲への理解を深めてもらい、受
入体制の整備を支援する。産官学が連携し、地域経済を支える高度外国人
材の育成と県内定着を図る仕組みづくりの促進。
参加留学生の日本就職率は75％

14
就活セミナー

（模擬面接・グループディスカッション・
企業との交流会）

11/29 大学コンソ
企業15社、学生49名
（うち10名が留学生）
兵庫県総務部教育課受託事業

主に2027年卒業予定者を対象に、実践的なグループディスカッションや面
接の練習の場を提供。積極的な留学生への参加勧奨の結果、参加学生の2
割が留学生となった。大学キャリアセンター職員や県内企業担当者から多
角的なフィードバックを受け、学生の自己理解と議論力向上を促す。企業
には学生の最新動向や採用手法の理解を深める機会を提供

15 企業と大学キャリアセンターとの
情報交換会 2/16 大学コンソ

(株)みなと銀行・淡路市商工会
丹波地域人材確保協議会
企業63社3団体
大学28校
兵庫県総務部教育課受託事業

人材に関する９つのテーマでの県内企業と大学等キャリアセンターとの意
見交換会。留学生採用を最重要テーマに挙げた企業が全体の1割、加え
て、約半数が留学生雇用に前向きとの回答。日本人学生の確保が厳しい状
況下、留学生を地域の人材と捉えられていた現状の確認と意見交換

16 大阪出入国在留管理局神戸支局との
無料相談会

毎月
第２
水曜

大学コンソ 神戸出入国在留管理局
年7回開催

正しく安全に留学生が日本で定着するために、多様な相談対応を実施。留
学生を初採用する企業への説明、留学生の専攻と応募業務との整合性の確
認、就職活動延長の特定活動の際の条件確認、パスポートの期限切れへの
対応、大学の留学生の生活、就職支援担当職員との連携等

17 兵庫県行政書士会と情報交換、情報収集 不定期 大学コンソ 兵庫県行政書士会
年10回程度

企業、留学生からの多様な相談に対応するための、見解聴取や最新情報の
入手

神戸商工会議所・流通科学大学
神戸中央青果(株)・(株)三鷹倉庫(株)
リサブレア・(株)ティーハウス建築
設計事務所
カワサキグリーンテック(株)
留学生39名

流通科学大学1/17

【相談窓口の連携実績】 



【相談窓口の現状・課題】 

企業・留学生・大学から寄せられる多様な相談を総じてみると、外国人材・留学生の就職支援におけ

る根本的な課題は、「初期段階での情報・制度理解の不足」と、「個別性の高い案件の対応の複雑さ」に

集約される。 

企業においては、外国人材採用の進め方や在留資格制度への理解が不十分で、特に「特定技能や育成

就労」と「技術・人文知識・国際業務や特定活動 46 号」の違いが整理されないまま検討が進められる

ケースが多く見受けられた。今後、在留資格別の業務区分が厳格化する中、企業が単独で制度変更や判

断に対応することには、限界があると考えられる。また、県内企業の魅力や強みが留学生に十分に伝わ

っていない点も、就職・定着が進まない理由として依然残っている。 

留学生においては、「日本語力・日本型就職活動の理解力・適応能力」が、日本での就職の成功の大

きな鍵であることは明らかである。早期からの日本語力向上と就職活動理解に取り組んできた留学生の

中には、日本人学生と同じ土俵で競い合える水準に到達している学生も増えており、目指すべき姿は具

体化しつつある。 

大学キャリアセンターにおいては、キャリアセンター職員と教員間での留学生の就職支援に対する熱

量の差や、英語トラック留学生や卒業間近の未内定者の在留資格判断を伴う案件など、学内のみでは対

応が難しい事例も増加している。さらに今後 N3・N4 レベルの留学生が大量に県内大学・専門学校に入

学してくることが確実視されている。入学後の早期キャリア教育や日本語教育だけでなく、日本のルー

ルに則った学生生活や日本の社会制度の理解を深めることの重要性も高まってくる。 

加えて、日本語学校から大学、就職、就職後・定着までの支援は、各段階ごとに分断されやすく、留

学生一人ひとりの成長プロセスや強みを継続的に把握・活用する仕組みが十分に整っていない点も、取

組むべき課題である。（取組みイメージは、巻末図 2 をご参照） 

 

【課題解消と今後の展望】 

上述「現状と課題」に対して、大学コンソーシアムひょうご神戸（以下、大学コンソと記す）は、企

業・留学生・大学をつなぐ中間支援機関として、連携を創出する役割を一層強化することで、課題解消

に繋げることができると考える。具体的には、在留資格制度や業務区分に関しては、相談窓口と外国人

雇用 HYOGO サポートデスクが連携した支援体制に、神戸出入国在留管理局や行政書士の支援を融合させ

ることで、特に採用初期段階においては、企業が制度面で判断に迷わない支援体制を整備することがで

きる。また大学コンソでは、企業でのインターンシップ受入支援に加え、留学生の事前研修や事後の振

り返りを大学と連携して丁寧に行うことで、採用・定着につなげてきた実績がある。こうした一連の支

援体制を継続し、今後も企業と留学生双方に寄り添いながら、地域で活躍する外国人材の育成と定着を

確実に支えていく。 

併せて、大学と連携した早期のキャリア教育および日本語教育への機運醸成や支援を強化し、留学生

が早期の段階から主体的に就職活動の準備に取り組む環境づくりを進めることも必要である。その際、

留学生が単に日本人学生に同化することを目指すのではなく、外国人としてのバックグラウンドを強み

として、日本人学生と同等に競い合えるレベルを目指すことが重要だと考える。加えて、県内で顕在化

している外国籍児童の問題に関しても、市町の教育委員会が募集している外国籍児童の学習支援等に留

学生が関わり、自らの経験や多文化的背景を活かして子どもたちを支えることを促進する。これによ



り、留学生は今後日本社会で生活し、自らが日本で働き、生きていく将来像をより具体的に描けるよう

になり、地域の一員としての自覚や責任感も育まれる。また、地域の外国籍住民を支える役割を担うこ

とで、留学生の存在感や信頼性が高まり、結果として日本社会が求める「質の高い定着」にも繋がるこ

とが期待できる。初期の段階では、大学コンソが実施する国際交流事業等を通じて、留学生の日本文化

理解や、日本人学生との交流機会を積極的に創出することも、就職・定着支援において重要な要素であ

る。学業や就職活動の支援に加え、日常的な交流や相互理解を深める場を設けることで、留学生の日本

語力を高めたり、日本社会や地域への理解を深めたりしながら、自身の外国人としてのアイデンティテ

ィを肯定的に捉えながら活躍する基盤づくりにつなげていく。 

また、大学コンソでは、兵庫県総務部教育課による「大学連携組織を活用した県内大学生の地元就職

促進プロジェクト」、労政福祉課による「大学生等インターンシップ推進事業（テーマ型企業理解プロ

グラム）」、および「大学生向け WLB 認定企業の魅力発信強化事業」を受託・実施の実績があり、これら

大学生等の県内定着支援を目的とした既存事業にも、留学生の参加を促し、日本人学生と留学生を分け

隔てることなく、企業理解・職業理解の機会を提供していく。（詳細は、巻末図 3 をご参照） 

今後は、日本語学校から大学進学、就職、定着までの一体的な支援を進めるため、留学生の成長や経

験を可視化するポートフォリオ型支援の仕組みの構築を検討するとともに、企業に対しては兵庫県の

「ひょうごグローバル人材活躍企業認定制度」の活用を促し、地域全体で高度外国人材が安心して活

躍・定着できる環境を継続して整備していく。 

 以上、大学コンソでの相談窓口の開設から 3 年間の取組を通じ、外国人材の定着に向けて取り組むべ

き課題と今後の方向性を明確化することができた。そして、これらの課題に対して近道はなく、留学生

一人ひとり、企業一社一社に丁寧に向き合い、潜在的・将来的なニーズを的確に把握することの重要性

を痛感している。大学コンソはこれまで中間支援機関として、地道なヒアリングを通じて課題を可視化

し、解決に向けた方向性を見定め、必要な支援先へ確実につなぐ役割を担ってきた。この「見定め」と

「つなぎ」の精度こそが大学コンソが運営する相談窓口の価値であり、今後もよりその精度と感度を高

めながら、地域全体で外国人材が安心して活躍し、定着することに貢献していきたい。そして、これら

を大学コンソで、日本人学生や社員も巻き込んで実施していくことで、日本人の多文化共生理解も同時

に促進し、日本人、外国人双方にとって、安心して暮らしていける地域づくりに繋げていきたい。 
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